災害に備えて
福岡市手をつなぐ育成会保護者会
会長　下山　いわ子
　
　毎年、自然災害が各地で大きな爪痕を残しています。
　私たちは、暮らしにも避難にも支援が必要です。備えのために情報を整理しました。参考になれば幸いです。
避難行動要支援者名簿
災害で避難する際，手助けが必要な方が福岡市に登録して、名簿（避難行動要支援者名簿）を予め作成し、避難のために活用します。（自治協議会，社会福祉協議会，民生委員・児童委員に名簿を提供し，災害時に円滑な支援活動が行える体制づくり等に活用）
支援が必要な私たちは、登録しておきましょう。
※福岡市では、災害対策基本法の改正に伴い、これまでの「災害時要援護者台帳」を改め、平成29年度から「避難行動要支援者名簿」を作成しています。

名簿登載対象者
 以下の要件に該当する人が同意のうえで申請します。
(1) 行政保有情報に基づく名簿登載者
※福岡市から要件に該当した年に手続きに必要な書類が郵送されます。例えば、療育手帳BからAになった年に、福岡市から郵送されます。もし、その郵送された時に登録しなかった人には、概ね3年間隔くらいで郵送される予定ですが、不定期です。よって、郵送された年に申請しなかった場合は、郵送を待つより（１）の該当者も個人が区保健福祉センター窓口で配布している申請書で申し込んだ方が良いです。
· 福岡市の災害時要援護者台帳に登載していた人
· 療育手帳Ａ
· 身体障害者手帳１級又は２級（心臓，じん臓又は免疫機能障がいのみの人を除く）
· 精神障害者保健福祉手帳１級
· 要介護認定３以上
(2) 自己申告による名簿登載者
※個人が、区保健福祉センター窓口で配布している申請書でお申し込みください
· 障がい支援区分１以上
· 療育手帳Ｂ
· 身体障害者手帳（「行政保有情報に基づく名簿登載者」の要件に該当する人を除く）
· 要介護認定（「行政保有情報に基づく名簿登載者」の要件に該当する人を除く）
· 要支援認定
· 精神障害者保健福祉手帳２級又は３級
· 難病患者（指定難病）
· 65歳以上で身体虚弱
指定緊急避難場所・指定避難所
福岡市では、災害に備え、公民館や学校、公園等を指定緊急避難場所・指定避難所として指定しています。
　日頃から避難場所・避難所の位置やその周辺の状況をハザードマップ等で確認し、災害種別に応じて安全な避難ができるように心がけましょう。
＜避難にあたって注意すること＞
· 避難所は、災害の状況等から、安全な施設を選んで開設されます。市が発表する避難情報に注意してください。
· 既に大雨で河川が氾濫している等の場合は、屋外へ出て避難しようとすると、かえって危険な場合があります。外出することが難しい場合は、緊急避難として一定の安全が確保された屋内に留まる「屋内待避」も、一つの避難方法です。
（例）自宅周辺が浸水被害に遭い，屋外への避難は難しいが自宅に２階がある場合・・・２階に退避する　など各自で判断
· 指定緊急避難場所・指定避難所が、災害の種類によって避難場所・避難所とならない施設があります。確認しましょう。
福祉避難所は、2次避難所です
福祉避難所は、日常生活に介助や常時の見守りが必要なため、公民館など1次避難所での生活が困難な障がいのある方や高齢者などを受け入れるために開設する2次避難所です。
※災害発生時は、福祉避難所となる施設の被災やスタッフが参集できない状況も想定されるため、福祉避難所への避難については、災害発生時に福岡市が福祉避難所の被災状況や受け入れ可能人数等を把握し、福祉避難所への避難を必要とする方の受け入れ調整を行った上での避難になります。よって福祉避難所名の事前公表は行われていません。
子ども福祉避難所（特別支援学校8校）
在籍の生徒や保護者が利用が可能です。ただし、大雨や台風など、ある程度予測できて、避難場所としての安全確認・確保の準備が整った場合は、一時避難場所として各学校判断で開設される場合があります。しかしながら、地震など予期せぬ災害では、学校も他施設と同様に、施設の安全確認や人員確保等、受け入れ可能か確認作業が必要となるため2次避難所と位置付けられ、受け入れ可能と福岡市や区が判断した場合に開設されます。
ハザードマップはどこで手に入るの？
洪水ハザードマップ、高潮ハザードマップ、揺れやすさマップは、情報プラザ（市役所１階）、区役所、防災・危機管理部で配布しています。在庫を電話で確認してお出かけください。
　土砂災害ハザードマップ、津波ハザードマップは印刷して渡されるので、区役所、福岡市市民局防災・危機管理部にお越しください。
総合ハザードマップで身の回りの情報を確認しましょう。
　各種ハザードマップの情報を自由に組み合わせて一つにまとめて見ることができる「福岡市総合ハザードマップ」が公開されていますので、ご利用ください。
あなたのハザードマップも作れます。
自由に情報を重ね合わせ、ご自身のためのハザードマップを作成できます。
「福岡市総合ハザードマップ」　https://webmap.city.fukuoka.lg.jp/bousai/c_webmap.html　を検索すると、さまざまな情報を得ることができます。
（１）自宅周辺などの災害の想定できます。
知りたい災害種別にチェックを入れると、画面に災害の想定が表示されます。
（２）最寄りの避難所を確認したり、避難経路を調べることができます。
自宅の周辺や地域のどこに避難所があるのか、また避難経路を確認しましょう。
（３）あなたのハザードマップが作れます。
自由に情報を重ね合わせ、ご自身のためのハザードマップが作成できます。地図上に絵を描いたり、さらに情報を重ね合わせて、独自のハザードマップを作ることができます。
※配布を行う際には、背景地図毎の利用可能範囲を確認の上で、ご利用ください。また、画像左下の著作権表示は必ず表示した状態で利用ください。
避難勧告が廃止され、避難指示に一本化されました
早めに命を守る行動をとりましょう。
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情報を得るには
（１）テレビ、ラジオで情報収集
　気象警報・注意報や土砂災害に関する情報は、テレビやラジオを通じて入手することができます。 また、ニュースや天気予報番組だけでなく、データ放送では、気象. 情報や防災情報について常時放送しています。
（２）福岡市防災メール
福岡市は、防災に関する情報を携帯電話などに電子メールで提供する、「防災メール」の配信を行っています。
　「t-fukuoka-city@sg-p.jp」 へ空メールを送信し、受信したメールから配信を希望する項目を設定してください。
（３）福岡市LINE公式アカウント 
福岡市は、 LINEを活用した情報配信サービスを提供しています。
　このサービスは、防災・ごみ出し・子育てなどの生活に密着した市政情報の中から、市民の方が必要に応じて選択した情報を、LINEを通じてタイムリーに届きます。希望する項目を設定してください。
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何はともあれ、命を守る行動をとりましょう！
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